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令
和
４
年
度
は
、
平
成
30
年
豪
雨
災

害
か
ら
の
復
旧
事
業
の
最
終
年
度
に
当

た
る
と
と
も
に
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
国
際
情
勢

に
起
因
す
る
物
価
高
騰
が
、
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
か
ら
、

市
民
等
を
支
援
す
る
事
業
を
最
優
先
に

取
り
組
ん
だ
年
度
で
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
子
育
て
支
援
・
女
性

活
躍
支
援
事
業
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事

業
に
重
点
的
に
取
り
組
む
な
ど
、「
三

原
市
長
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」

の
基
本
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
各
種

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

議
86　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

【
主
な
質
疑
】

消
費
喚
起
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
還
元
事
業

問
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
還
元
に
は
ス
マ

ホ
決
済
が
必
要
だ
が
、
全
市
民
が
利
用

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
事
業

者
か
ら
も
手
数
料
が
か
か
る
の
で
、
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
と
聞
く
が
、
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

答
高
齢
者
層
に
10
％
近
い
利
用
率
が

あ
り
、
実
施
店
舗
も
８
４
２
店
舗
と
増

加
し
て
い
る
。
生
活
支
援
・
事
業
者
支

援
の
両
方
に
効
果
が
あ
っ
た
と
推
察
し

て
い
る
。

保
育
士
等
処
遇
改
善
事
業

問
保
育
士
の
処
遇
改
善
の
内
容
や
、

人
材
確
保
の
対
策
は
ど
う
か
。

答
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
公
立
・

私
立
と
も
に
報
酬
等
の
増
額
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
市
独
自
の
就
業

支
援
金
制
度
を
設
け
、
今
後
も
安
定
的

な
保
育
運
営
に
努
め
て
い
く
。

タ
コ
産
卵
礁
設
置
事
業

問
３
３
０
０
個
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

タ
コ
つ
ぼ
を
設
置
し
た
効
果
は
。

答
全
般
的
に
漁
獲
量
が
激
減
し
て
い

る
中
、
タ
コ
の
水
揚
げ
量
は
、
以
前
と

比
較
し
て
減
っ
て
き
て
い
る
が
、
16
・

５
ｔ
の
漁
獲
量
を
確
保
で
き
て
い
る
。

産
卵
礁
の
設
置
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
誘
致
事
業

問
視
察
14
社
の
業
種
及
び
誘
致
に
至

ら
な
か
っ
た
原
因
は
。

答
Ｉ
Ｔ
関
連
が
９
社
、
コ
ン
サ
ル
が

４
社
、
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
を
請
け

負
う
会
社
が
１
社
。
各
企
業
と
も
現
地

で
の
人
材
採
用
を
希
望
し
て
い
る
が
、

マ
ッ
チ
ン
グ
に
至
ら
ず
十
分
な
人
材
が

確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
。

観
光
推
進
事
業

問
観
光
交
流
人
口
を
測
る
指
数
で
あ

る
宿
泊
客
数
の
増
加
の
要
因
と
、
今
後

の
見
通
し
は
。

答
県
民
割
や
全
国
旅
行
支
援
広
島

じ
ゃ
割
な
ど
、
旅
行
支
援
が
継
ぎ
目
な

く
実
施
さ
れ
た
た
め
と
考
え
て
い
る
。

行
動
制
限
が
撤
廃
さ
れ
て
お
り
、
11
月

か
ら
実
施
さ
れ
る
県
独
自
の
新
た
な
旅

行
支
援
に
よ
り
、
今
後
も
宿
泊
客
数
は

伸
び
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

問
市
道
の
側
溝
の
蓋
が
け
の
実
績
と

設
置
基
準
は
。

答
通
学
路
点
検
で
抽
出
し
た
危
険
箇

所
の
う
ち
、
延
長
２
３
４
ｍ
で
実
施
し

た
。

　

設
置
基
準
は
特
に
設
け
て
い
な
い

が
、
維
持
管
理
の
面
か
ら
デ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
た
め
、
要
望
が
あ
る
場
合
は
、

現
地
を
確
認
し
て
判
断
し
て
い
る
。

船
入
櫓
石
垣
カ
ル
テ
作
成
事
業

問
令
和
３
年
度
に
、
石
垣
の
一
部
が

崩
落
す
る
事
案
が
あ
っ
た
が
、
今
後
の

石
垣
整
備
の
取
り
組
み
は
。

答
明
治
期
の
写
真
と
現
状
を
比
較
し

て
大
き
な
変
化
は
な
く
、
当
面
崩
落
の

危
険
性
は
低
い
と
考
え
る
。
今
後
は
、

今
回
実
施
し
た
３
次
元
レ
ー
ザ
ー
測
量

に
よ
り
、
正
確
な
図
面
を
作
成
し
、
修

復
に
必
要
な
整
備
を
行
う
。

国
民
健
康
保
険
事
業

問
医
療
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
の

は
、
特
定
健
診
の
受
診
率
が
低
く
、
健

康
づ
く
り
の
施
策
が
不
十
分
な
の
で
は
。

答
本
市
の
受
診
率
は
県
内
で
も
低
い

方
で
あ
る
が
、
来
年
度
に
向
け
て
、
ウ
ェ

ブ
で
健
診
の
申
込
み
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
導
入
を
検
討
し
、
引
き
続
き
受
診
勧

奨
に
努
め
て
い
く
。

【
反
対
討
論
】
議
第
86
号
に
つ
い
て
、

財
政
調
整
基
金
は
、
過
去
最
高
の
70
億

円
に
達
す
る
一
方
で
、
減
債
基
金
の
取

り
崩
し
を
や
め
て
６
億
７
千
万
円
の
繰

り
上
げ
償
還
を
行
い
、
多
額
の
不
用
額

を
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
財
源
は
、

市
民
の
厳
し
い
暮
ら
し
に
対
し
て
き
め

細
か
く
使
う
べ
き
で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】
子
育
て
支
援
、
女
性
活

躍
推
進
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
事
業
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ま
れ
、
長
期
総

合
計
画
の
目
標
に
沿
っ
た
諸
施
策
を
展

開
さ
れ
な
が
ら
も
、
実
質
収
支
は
黒
字

を
確
保
し
、
健
全
な
財
政
状
況
を
維
持

さ
れ
て
い
る
の
で
全
て
の
議
案
に
対
し

て
賛
成
す
る
。

【
採
決
】
議
第
86
号
は
賛
成
多
数
を
も
っ

て
、
残
余
の
16
件
は
全
員
一
致
、
各
決

算
は
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
決
算
認
定
議
案
は
、
９
月
定
例
会
に
お
い
て
決
算
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
を
10
月
10
日
か
ら
13
日
ま
で
の
４
日
間
で
開
催
し
、

決
算
の
認
定
他
16
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
の
概
要
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